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内

田

健

太

袁
宏
道
「
満
井
遊
記
」
小
考

―  

教
材
研
究
の
試
み
と
し
て  

―

は
じ
め
に

明
末
の
文
人
袁
宏
道
（
一
五
六
八
～
一
六
一
〇
。
字
は
中
郎
、
湖
北
公
安
の

人
。
万
暦
二
十
年
進
士
）
の「
満
井
遊
記
」（『
袁
宏
道
集
箋
校
』
巻
十
七
〔
＊
１
〕）

は
、
そ
の
〈
小
品
文
〉
と
称
さ
れ
る
作
品
群
の
な
か
で
も
代
表
的
な
作
品
と
み

な
さ
れ
、
唐
土
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
数
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
〔
＊
２
〕。

こ
れ
は
現
代
中
国
に
お
け
る
古
典
教
材
の
採
録
状
況
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
、菊
池
武
雄
「
中
国
の
古
典
教
育
か
ら
探
る
新
し
い
漢
文
教
材
（
二
）——

中
国
の
中
学
校
の
教
材
か
ら——

」〔
＊
３
〕
に
よ
れ
ば
、〈
八
年
級
（
中
二
）
　

下
冊
〉

の
「
第
六
単
元
」
で
、

１
「
小
石
潭
記
」
柳
宗
元

２
「
岳
陽
楼
記
」
范
仲
淹

３
「
酔
翁
亭
記
」
欧
陽
修

４
「
満
井
遊
記
」
袁
宏
道

が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
１
〜
３
に
つ
い
て
は
、
本
邦
で
も
古
く

か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
作
品
だ
が
、「
満
井
遊
記
」
に
つ
い
て
菊
池
氏
は
、

４
は
北
京
の
東
北
郊
に
あ
る
「
満
井
」
と
い
う
景
勝
地
を
訪
れ
て
の
明
代

の
「
遊
記
」。
宋
代
の
「
入
蜀
記
」
な
ど
の
大
旅
行
を
題
材
と
し
た
も
の

と
違
っ
て
、こ
う
し
た
近
隣
の
勝
地
を
訪
れ
て
の
「
遊
記
」
も
興
味
深
い
。

と
紹
介
し
て
い
る
。

現
在
も
、「
百
度
」
を
初
め
と
す
る
中
国
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
「
満
井
遊
記
」

を
検
索
す
る
と
、
多
く
の
学
習
・
探
究
に
関
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
〈
定

番
教
材
〉
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
し
の
ば
れ
る
。

近
年
、
水
野
厚
志
・
瀬
戸
口
律
子
（
編
）『
中
国
游
記
選
〜
中
国
文
人
の
浪

漫
紀
行
〜
』（
明
徳
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
。
以
下
、『
中
国
游
記
選
』
と
略
す
。）

〔
＊
４
〕
が
上
梓
さ
れ
、そ
の
魏
晋
南
北
朝
時
代
か
ら
清
代
末
期
ま
で
の
「
游
記
」
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の
中
で
、「
満
井
遊
記
」
の
原
文
（
簡
体
字
）・
拼
音
・
日
本
語
訳
・
注
釈
が
提

示
さ
れ
た
こ
と
は
本
邦
の
山
水
遊
記
、
そ
し
て
「
満
井
遊
記
」
の
享
受
の
上
で

極
め
て
画
期
的
な
こ
と
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
、
本
邦
の
い
わ
ゆ
る
漢
文
教
材
に
お
い
て
は
「
満
井
遊
記
」
が
採
録

さ
れ
る
こ
と
は
な
く
〔
＊
５
〕、
漢
文
古
典
に
関
す
る
叢
書
・
漢
文
読
本
の
類

で
「
満
井
遊
記
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
〔
＊
６
〕。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、「
満
井
遊
記
」
の
訓
読
お
よ
び
訳
注
を
提
供
し
、
そ

の
漢
文
教
材
と
し
て
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
い
。

一は
じ
め
に
、
論
を
進
め
る
手
続
き
と
し
て
、「
満
井
遊
記
」
を
著
し
た
当
時

の
袁
宏
道
の
状
況
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

「
満
井
遊
記
」
は
、
本
文
の
結
び
に
「
己
亥
の
二
月
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、

万
暦
二
十
七
年
己
亥
（
一
五
九
九
）
二
月
、
袁
宏
道
三
十
二
歳
の
と
き
に
著
さ

れ
た
。
当
時
、
袁
宏
道
は
一
五
九
七
年
に
蘇
州
呉
県
知
事
の
職
を
辞
し
、
し
ば

ら
く
東
南
を
遊
歴
し
た
後
、
一
五
九
八
年
に
北
京
に
入
り
、
順
天
府
教
授
の
職

を
授
け
ら
れ
た
〔
＊
７
〕。

「
満
井
遊
記
」
は
、
白
文
で
二
百
七
十
四
字
か
ら
な
る
。
ま
ず
、
題
名
の
「
満

井
遊
記
」
の
「
満
井
」
に
つ
い
て
は
、『
中
国
游
記
選
』
の
注
①
に
、

満
井　

北
京
近
郊
の
風
致
地
区
の
一
。
東
直
門
外
の
東
北
約
三
、四
里
の

所
に
あ
る
。
そ
の
場
処
に
満
井
と
呼
ば
れ
る
井
戸
が
あ
る
が
、
明
代
の
王

季
重
は
、『
游
満
井
記
』
中
に
、「
一
亭
の
函
井
、
そ
の
規
五
尺
、
四
洼
に

し
て
中
満
つ
。
故
に
名
づ
く
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
〔
＊
８
〕。

以
下
、
意
味
段
落
ご
と
に
、
本
文
を
書
き
下
し
文
の
か
た
ち
で
示
し
、
次
い

で
注
釈
と
試
訳
を
示
し
た
い
。
表
記
は
現
代
日
本
常
用
字
体
に
準
じ
、
送
り
仮

名
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

【
第
一
段
落
・
書
き
下
し
文
】

燕ゑ
ん

地
寒
し
。
花
朝
節
の
後
、
餘
寒
猶
ほ
厲は

げ

し
。
凍
風
時
に
作お

こ

り
、
作
れ
ば

則
ち
沙す

な

を
飛
ば
し
礫

つ
ぶ
て

を
走
ら
し
む
。
一
室
の
内
に
局
促
し
て
、
出
で
ん
と

欲
す
る
も
得
ず
。
風
を
冒を

か

し
馳ち

行か
う

す
る
毎ご

と

に
、
未
だ
百
歩
な
ら
ず
し
て
輒

す
な
は

ち

返
る
。

【
注
】○

燕
＝
古
代
中
国
の
国
名
。
ま
た
現
代
の
河
北
省
の
古
名
。
当
時
の
袁
宏

道
の
居
住
地
。
燕
京
は
北
京
。
清
代
に
北
京
と
名
づ
け
ら
れ
た
。

○
花
朝
節
＝
百
花
生
日
（
百
花 

生
ず
る
の
日
）
を
指
し
て
い
う
。
二
月

十
二
日
、
あ
る
い
は
二
月
十
五
日
。
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【
試
訳
】

燕
の
地
は
寒
冷
で
あ
る
。
花
朝
節
の
後
も
、
余
寒
は
ま
だ
き
び
し
い
。
寒

風
が
し
ば
し
ば
吹
き
、
吹
け
ば
砂
礫
を
吹
き
飛
ば
す
。
室
内
に
と
じ
こ
も

る
ば
か
り
で
、
外
に
出
よ
う
と
し
て
も
で
き
な
い
。
風
を
つ
い
て
出
よ
う

と
す
る
た
び
に
、
百
歩
も
歩
か
な
い
う
ち
に
帰
っ
て
き
て
し
ま
う
。

【
原
文
】

燕
地
寒
。
花
朝
節
後
餘
寒
猶
厲
。
凍
風
時
作
、
作
則
飛
沙
走
礫
。
局
促
一

室
之
内
、
欲
出
不
得
。
毎
冒
風
馳
行
、
未
百
歩
輒
返
。(

本
文
四
十
一
字
）

【
第
二
段
落
・
書
き
下
し
文
】

廿
に
じ
ふ

二
日 

天
稍や

や
和
す
。
数
友
と
偕と

も

に
東

と
う
ち
よ
く直

を
出
で
て
、
満
井
に
至
る
。

高か
う
り
う柳 

堤
つ
つ
み

を
夾

さ
し
は
さみ

、
土ど

か
う膏 

微
か
に
潤
ふ
。
一
望
す
れ
ば
空
濶
に
し
て
、
籠か

ご

を
脱
す
る
の
鵠

く
ぐ
ひ

の
ご
と
し
。
時
に
於
い
て
氷
皮
始
め
て
解
け
、
波
色
乍

た
ち
ま

ち
明
ら
か
に
し
て
、
鱗り

ん
ら
う浪 

層
層
と
し
て
、
清
徹
底
を
見あ

ら

は
す
。
晶
晶

然
と
し
て
鏡
の
新
た
に
開
き
て
冷
光
の
乍
ち
匣は

こ

よ
り
出
づ
る
が
ご
と
き

な
り
。
山さ

ん
ら
ん巒 

晴
雪
の
洗
ふ
所
と
為
り
、
娟け

ん
ぜ
ん然

と
し
て
拭
く
が
ご
と
く
、

鮮せ
ん
け
ん
め
い
び

妍
明
媚
た
る
こ
と
、
倩せ

ん
ぢ
よ女

の
面
を
靧あ

ら

ひ
て
髻

け
い
く
わ
ん

鬟
の
始
め
て
掠

く
し
け
づる

が
ご
と

き
な
り
。
柳
条 

将
に
舒の

び
ん
と
す
る
も
未
だ
舒
び
ず
、
柔じ

う
さ
う稍 

風
に
披な

び

き
、

麦
田 

浅せ
ん
れ
ふ鬣 

寸
許ば

か

り
。
遊
人 

未
だ
盛
ん
な
ら
ず
と
雖

い
へ
ど

も
、
泉
に
し
て
茗め

い

す
る
者
、
罍ら

い

に
し
て
歌
ふ
者
、
紅
装
に
し
て
蹇け

ん

す
る
者
、
亦
た
時
時
有
り
。

風
力
尚
ほ
勁つ

よ

し
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
徒
歩
す
れ
ば
則
ち
汗
出
で
て
背
を
浹

う
る
ほ

す
。
凡
そ
沙す

な

に
曝さ

ら

す
の
鳥
、
浪な

み

を
呻あ

ふ

る
の
鱗

う
ろ
こ

、
悠
然
と
し
て
自
得
し
、
毛

羽
鱗り

ん
れ
ふ鬣

の
間
、
皆
喜
気
有
り
。
始
め
て
知
る
、
郊
田
の
外そ

と

未
だ
始
め
よ
り

春
無
く
ん
ば
あ
ら
ざ
る
を
。
而
る
に
城
居
者
未
だ
之
れ
知
ら
ざ
る
な
り
。

【
注
】○

廿
二
日
＝
万
暦
己
亥(

一
五
九
九
年)

二
月
二
十
二
日
。

○
東
直
＝
北
京
城
東
北
の
東
直
門
。

○
満
井
＝
北
京
城
外
に
あ
る
名
高
い
古
井
戸
。

○
鵠
＝
鳥
の
名
。
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
。

○
山
巒
＝
連
な
り
続
く
山
々
。

○
鏡
之
新
開
＝
鏡
の
蓋
を
開
く
。「
明
星
熒
熒
、
開
壯
鏡
。
緑
雲
擾
擾
、

梳
暁
養
。」(

明
星
の
熒
熒
た
る
は
、
粧
鏡
を
開
く
な
り
。
緑
雲
の
擾

擾
た
る
は
、
暁
養
を
梳
る
な
り
。」(

「
明
る
い
星
が
ま
た
た
く
よ
う
に

見
え
る
の
は
、
宮
女
た
ち
が
化
粧
の
た
め
に
鏡
の
蓋
を
開
け
た
も
の
。

黒
い
雲
が
群
が
り
起
こ
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
朝
を
迎
え
て
寝
乱
れ

髪
を
梳
か
し
て
い
る
た
め
。」
杜
牧
「
阿
房
宮
賦
」『
樊
川
文
集
』
巻
一

（
現
代
語
訳
は
、
松
浦
友
久
・
植
木
久
行
編
訳
『
杜
牧
詩
選
』
岩
波
文
庫
、

二
〇
〇
四
年
）
を
踏
ま
え
る
。
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○
匣
＝
か
が
み
ば
こ
。

○
柳
条
＝
柳
の
枝
。

○
柔
稍
＝
イ
ネ
の
苗
。

○
髻
之
始
掠
也
＝
髻
は
、
ま
げ
、
も
と
ど
り
。
掠
は
、
く
し
け
ず
る
。

○
浅
鬣
＝
馬
の
た
て
が
み
。
麦
の
穂
を
馬
の
た
て
が
み
に
な
ぞ
ら
え
た

も
の
。

○
泉
而
茗
者
＝
泉
の
水
で
茶
を
わ
か
す
。

○
罍
而
歌
者
＝
罍
は
「
さ
か
だ
る
」。
酒
樽
を
手
に
歌
う
。

○
紅
装
而
蹇
者
＝
蹇
は
や
せ
馬
。
鮮
や
か
な
衣
装
で
や
せ
馬
に
乗
る
こ
と
。

○
呷
浪
之
鱗
＝
魚
が
水
を
吸
う
様
子
。

○
毛
羽
鱗
鬣
之
間
＝
鳥
の
羽
毛
、
魚
の
ひ
れ
や
う
ろ
こ
。

【
試
訳
】

二
月
二
十
二
日
、
天
候
は
少
し
く
和
ら
い
だ
。
数
人
の
友
と
い
っ
し
ょ
に

東
直
門
を
出
て
、
満
井
に
到
着
し
た
。
大
き
な
柳
の
木
が
川
堤
を
は
さ
み
、

肥
え
た
土
地
は
微
か
に
潤
っ
て
い
た
。
一
望
す
る
と
、
広
々
と
し
て
、
ま

る
で
鳥
か
ご
か
ら
出
た
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
よ
う
な
気
分
だ
。
お
り
し
も
、

水
面
の
氷
が
融
け
は
じ
め
、
川
面
が
明
る
く
光
り
だ
し
て
、
鱗
の
よ
う
に

波
紋
が
た
ち
、
透
き
通
っ
て
水
底
が
み
え
る
よ
う
だ
。
き
ら
き
ら
輝
き
、

鏡
の
蓋
を
開
い
て
、
冷
た
い
光
が
鏡
箱
か
ら
発
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

連
山
は
、
春
の
光
を
浴
び
た
雪
に
洗
わ
れ
、
美
し
く
拭
わ
れ
た
よ
う
で
、

そ
の
あ
で
や
か
で
美
し
い
こ
と
は
、
美
女
が
顔
を
洗
っ
て
か
ら
、
髪
を
く

し
け
ず
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
柳
の
枝
か
ら
芽
が
い
ま
に
も
出
よ
う
と

す
る
が
ま
だ
出
ず
、
や
わ
ら
か
な
苗
が
風
に
な
び
き
、
麦
の
畑
に
は
麦
の

穂
が
た
て
が
み
の
よ
う
に
ゆ
れ
て
い
る
。
観
光
客
は
ま
だ
多
く
は
な
い
け

れ
ど
も
、
泉
の
水
で
茶
を
沸
か
す
者
、
酒
樽
を
手
に
し
て
歌
う
者
、
紅
く

鮮
や
か
な
衣
装
で
や
せ
馬
に
乗
る
者
も
、
や
は
り
い
つ
も
の
よ
う
に
い
る
。

風
の
勢
い
は
ま
だ
強
い
け
れ
ど
も
、
歩
い
て
み
る
と
、
汗
が
出
て
背
中
を

濡
ら
す
ほ
ど
だ
。
砂
の
上
で
日
向
ぼ
っ
こ
を
す
る
鳥
た
ち
、
波
間
で
口
を

開
け
る
魚
た
ち
、
す
べ
て
が
悠
然
と
自
得
し
、
鳥
の
羽
毛
や
、
魚
の
ひ
れ

や
う
ろ
こ
の
す
み
ず
み
に
ま
で
、
す
べ
て
喜
び
が
あ
ふ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

こ
の
と
き
や
っ
と
わ
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
郊
外
の
田
野
に
は
、
ま
だ
春

が
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
。
た
だ
し
都
城
で
暮
ら
す

者
が
ま
だ
気
づ
か
な
い
だ
け
な
の
だ
。

【
原
文
】

廿
二
日
天
稍
和
。
偕
数
友
出
東
直
、
至
満
井
。
高
柳
夾
堤
、
土
膏
微
潤
。

一
望
空
濶
、
若
脱
籠
之
鵠
。
於
時
氷
皮
始
解
、
波
色
乍
明
、
鱗
浪
層
層
、

清
徹
見
底
。
晶
晶
然
如
鏡
之
新
開
而
冷
光
之
乍
出
于
匣
也
。
山
巒
為
晴
雪

所
洗
、
娟
然
如
拭
、
鮮
妍
明
媚
、
如
倩
女
之
釀
面
而
髻
鬢
之
始
掠
也
。
柳
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条
将
舒
未
舒
、
柔
稍
披
風
、
麦
田
浅
鬣
寸
許
。
遊
人
雖
未
盛
、
泉
而
茗
者
、

罍
而
歌
者
、
紅
装
而
蹇
者
。
亦
時
時
有
。
風
力
雖
尚
勁
、
然
徒
歩
則
汗
出

狹
背
。
凡
曝
沙
之
鳥
、
浪
之
鱗
、
悠
然
自
得
、
毛
羽
鱗
鬣
之
間
、
皆
有
喜
気
。

始
知
郊
田
之
外
未
始
無
春
。
而
城
居
者
未
之
知
也
。(

本
文
百
八
十
七
字)

【
第
三
段
落
・
書
き
下
し
文
】

夫
れ
能
く
遊
を
以
て
事
を
堕お

こ

た
ら
ず
し
て
、
山
石
草
木
の
間
に
瀟
然
た
る
者
は
、

惟
だ
此
の
官
の
み
な
り
。
而
る
に
此
の
地
適た

ま

々
余
と
近
し
。
余
の
遊 

将
に
此

よ
り
始
ま
ら
ん
と
す
。
悪い

づ

く
ん
ぞ
能
く
紀
無
か
ら
ん
。
己
亥
の
二
月
な
り
。

【
注
】○

堕
事
＝
公
務
を
さ
ま
た
げ
る
こ
と
。
お
こ
た
る
こ
と
。

○
瀟
然
＝
さ
っ
ぱ
り
し
た
さ
ま
。
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
ぐ
さ
ま
。

○
此
官
＝
順
天
府
教
授
の
職
を
指
す
。
繁
劇
で
あ
っ
た
前
職
の
呉
県
知
事

と
比
較
し
て
い
る
。

○
紀
＝
「
記
」
に
通
ず
。
遊
記
の
こ
と
。

○
己
亥
＝
万
暦
二
十
七
年
（
一
五
九
九
年
）

【
試
訳
】

い
っ
た
い
、
行
楽
の
た
め
に
公
務
を
さ
ま
た
げ
る
こ
と
な
く
、
山
石
草
木

の
中
で
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
い
ら
れ
る
の
は
、
た
だ
こ
の
官
職
だ
け
だ
。
し

か
も
こ
の
地
は
、
偶
然
に
も
私
の
住
ま
い
の
近
く
に
あ
る
。
私
の
遊
覧
は

こ
こ
か
ら
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ど
う
し
て
遊
記
を
書
か
ず
に
い
ら
れ

よ
う
。

万
暦
二
十
七
年
二
月
。

【
原
文
】

夫
能
不
以
遊
堕
事
、
瀟
然
於
山
石
草
木
之
間
者
、
惟
此
官
也
。
而
此
地

適
与
余
近
。
余
之
遊
将
自
此
始
。
悪
能
無
紀
。
己
亥
之
二
月
。(

本
文

四
十
六
宇)

以
上
で
、「
満
井
遊
記
」
本
文
の
読
解
を
終
え
る
。
次
節
で
は
、「
満
井
遊
記
」

の
教
材
化
に
向
け
て
課
題
と
な
る
点
を
論
じ
た
い
。

二
『
中
国
游
記
選
』
で
は
、
注
①
で
「
満
井
遊
記
」
を
概
観
し
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

作
者
は
明
快
な
筆
法
で
満
井
の
初
春
の
明
媚
な
景
色
を
描
写
し
て
い
る
。

実
景
に
触
れ
て
湧
き
起
こ
る
愉
快
な
心
情
を
表
現
し
て
、
写
景
（
風
景
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描
写
）
叙
情
（
感
覚
描
写
）
均
し
く
生
き
生
き
と
し
て
自
然
。
文
章
は
修
飾

を
事
と
す
る
こ
と
な
く
、
言
語
は
簡
単
明
瞭
で
流
暢
。
作
者
の
散
文
の
特

色
を
具
体
的
に
現
し
て
い
る
。

一
方
、「
満
井
遊
記
」
を
始
め
と
す
る
袁
宏
道
北
京
在
任
期
以
降
の
遊
記
を

考
察
し
た
棟
方
徳
「
袁
中
郎
の
山
水
観——

北
京
在
任
期
以
降
の
遊
記
を
中
心
に
」

〔
＊
９
〕
は
、「
満
井
遊
記
」
に
つ
い
て
、
呉
県
や
江
南
地
方
で
著
さ
れ
た
数
多

く
の
「
遊
記
」
と
比
較
考
量
し
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
在
京
期
以
降
の
特
徴
と
し
て
も
う
一
点
指
摘
で
き
る
の
は
一
つ

の
作
品
の
字
数
が
だ
い
ぶ
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
県
令
期
お
よ
び

漫
遊
期
の
作
品
の
字
数
は
、
ほ
と
ん
ど
が
い
わ
ゆ
る
小
品
文
と
い
わ
れ
る

比
較
的
短
い
も
の
で
あ
っ
た
。
平
均
す
れ
ば
お
よ
そ
二
百
字
前
後
で
、
中

に
は
「
石
橋
巖
」
や
「
聴
響
水
石
記
」
の
よ
う
な
五
十
字
に
満
た
な
い
作

品
も
あ
る
。
一
方
、
四
百
字
前
後
の
遊
記
は
「
蘭
亭
記
」「
五
泄
一
」「
天

目
一
」「
釣
台
記
」
な
ど
数
え
る
ほ
か
し
か
な
い
。
字
数
の
少
な
い
遊
記

は
、
特
に
杭
州
を
中
心
と
し
た
江
南
地
方
に
遊
ん
だ
時
期
に
多
く
見
ら
れ

る
。
お
そ
ら
く
、
呉
県
で
の
役
人
生
活
か
ら
開
放
さ
れ
た
喜
び
に
溢
れ
て

い
た
が
た
め
、
彼
の
感
情
は
高
ぶ
り
、
感
覚
は
一
層
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
い

た
に
違
い
な
く
、
そ
の
結
果
周
到
な
風
景
描
写
や
理
屈
は
省
か
れ
、
比
較

的
短
い
文
が
多
く
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

在
京
期
の
遊
記
は
、
平
均
す
れ
ば
字
数
は
お
よ
そ
四
百
字
前
後
。
五
、

六
百
字
を
超
え
る
遊
記
も
少
な
く
な
い
。
以
下
に
、
こ
の
時
期
の
作
風
を

知
る
た
め
に
も
、
幾
つ
か
の
作
例
を
読
ん
で
み
た
い
。

と
し
て
、「
満
井
遊
記
」
の
一
節
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

山
巒
晴
雪
の
洗
う
所
と
為
り
、
娟
然
と
し
て
拭は

く
が
如
し
。
鮮
妍
明
媚
、

倩
女
の
面
を
靧あ

ら

い
、
髻
鬟
の
始
め
て
掠と

か

す
が
ご
と
き
な
り
。

こ
れ
は
袁
中
郎
の
遊
記
の
中
で
も
、「
虎
丘
」
や
「
西
湖
一
」「
西
湖
二
」

と
並
ん
で
、
各
種
の
小
品
文
集
に
も
し
ば
し
ば
採
ら
れ
て
い
る
作
品
で
あ

る
が
、
こ
こ
に
は
風
景
に
溶
け
込
み
、
積
極
的
に
楽
し
も
う
と
す
る
態
度

が
み
ら
れ
る
。

さ
ら
に
棟
方
氏
は
、
こ
の
時
期
の
袁
宏
道
の
遊
記
の
特
質
と
し
て
、「
諧
謔

を
交
え
た
明
る
さ
と
、
風
景
へ
の
陶
酔
」
を
挙
げ
、「
そ
の
表
現
方
法
は
、
平

明
で
リ
ズ
ム
に
乗
っ
た
言
葉
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
ま
で

は
、
彼
の
遊
記
に
、
文
が
多
少
長
く
な
っ
た
と
い
う
以
外
に
、
際
立
っ
た
変
化

は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
え
よ
う
。」
と
論
じ
て
い
る
。

 

『
中
国
游
記
選
』
の
「
実
景
に
触
れ
て
湧
き
起
こ
る
愉
快
な
心
情
を
表
現

し
て
、
写
景
（
風
景
描
写
）
叙
情
（
感
覚
描
写
）
均
し
く
生
き
生
き
と
し
て
自

然
。
文
章
は
修
飾
を
事
と
す
る
こ
と
な
く
、
言
語
は
簡
単
明
瞭
で
流
暢
。」
と

い
う
批
評
や
、
棟
方
氏
の
論
じ
る
「
諧
謔
を
交
え
た
明
る
さ
と
、
風
景
へ
の
陶

酔
」
が
「
平
明
で
リ
ズ
ム
に
乗
っ
た
言
葉
」
で
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
「
満

井
遊
記
」
へ
の
評
価
は
、
そ
の
ま
ま
教
材
と
し
て
の
美
点
に
つ
な
が
る
も
の
と
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考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、『
中
国
游
記
選
』
は
「
文
章
は
修
飾
を
事
と
す
る
こ
と
な
く
、
言

語
は
簡
単
明
瞭
で
流
暢
」
と
評
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
言
葉
通
り
に
受
け
止
め

て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。『
中
国
游
記
選
』
は
こ
の
「
満
井
遊
記
」
に
㉟
も
の

注
を
施
し
て
い
る
。
苦
心
の
結
果
か
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
の
高
校
漢
文
教
材

や
大
学
入
試
漢
文
の
通
例
に
照
ら
す
と
、
三
十
五
の
注
は
い
か
に
も
多
い
。
孫

虹
・
譚
学
純
『
袁
宏
道
散
文
注
釈
』
〔
＊
10
〕
で
も
三
十
も
の
注
を
施
し
て

い
る
。
本
稿
で
は
そ
れ
を
考
慮
し
て
、
振
り
仮
名
を
多
用
す
る
こ
と
で
注
の
数

を
絞
る
こ
と
に
つ
と
め
た
が
、
そ
れ
で
も
注
の
数
は
二
十
四
に
の
ぼ
っ
た
。
こ

れ
は
決
し
て
少
な
い
数
字
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
〔
＊
11
〕。

ま
た
、
棟
方
氏
の
引
用
す
る
「
山さ

ん
ら
ん巒 

晴
雪
の
洗
ふ
所
と
為
り
、
娟け

ん
ぜ
ん然

と
し

て
拭
く
が
ご
と
く
、
鮮せ

ん
け
ん
め
い
び

妍
明
媚
た
る
こ
と
、
倩せ

ん
ぢ
よ女

の
面
を
靧あ

ら

ひ
て
髻

け
い
く
わ
ん鬟

の
始
め

て
掠

く
し
け
づる

が
ご
と
き
な
り
。」
の
一
節
は
、
受
身
の
句
法
、
そ
し
て
比
況
の
「
如
」

な
ど
重
要
語
彙
が
用
い
ら
れ
、
大
学
入
試
漢
文
で
〈
傍
線
〉
が
引
か
れ
や
す
い

箇
所
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
も
杜
牧
「
阿
房
宮
賦
」
の
一
節
を
踏
ま
え
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
押
さ
え
な
け
れ
ば
、
理
解
し
づ
ら
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、「
満
井
遊
記
」
の
文
章
は
、
平
明
な
叙
述
の
な
か
に
、
修
辞

を
凝
ら
し
た
〈
写
景
〉（
風
景
描
写
）
と
〈
叙
情
〉（
感
覚
描
写
）
と
が
織
り
込

ま
れ
て
い
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
読
み
手
に
は
、
さ
ら
り
と
平
明

に
描
い
た
か
の
よ
う
に
み
え
る
そ
の
描
写
を
し
っ
か
り
押
さ
え
た
読
解
が
求
め

ら
れ
よ
う
。

さ
ら
に
、「
満
井
遊
記
」
の
教
材
化
・
出
題
化
の
課
題
と
し
て
は
、
春
の
訪

れ
へ
の
驚
き
と
喜
び
と
い
う
主
題
を
読
解
の
基
軸
に
据
え
つ
つ
、
読
解
の
補
助

と
な
る
よ
う
修
辞
の
内
実
を
丁
寧
に
問
い
、
あ
わ
せ
て
基
本
語
彙
・
再
読
文

字
・
受
身
・
反
語
・
二
重
否
定
な
ど
の
基
本
的
な
事
項
を
と
ら
え
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
よ
う
。

「
満
井
遊
記
」
は
こ
の
よ
う
な
漢
文
の
基
本
事
項
を
学
ぶ
の
に
好
適
な
素
材

文
と
い
え
る
。
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
「
柳
条
将
舒
未
舒
」「
而
城
居
者
未
之
知

也
」「
余
之
遊
将
自
此
始
」
の
句
は
、
再
読
文
字
の
理
解
を
図
る
上
で
適
当
な

も
の
で
あ
り
、「
未
始
無
春
」
は
、
再
読
文
字
を
用
い
た
二
重
否
定
の
用
例
を

学
ぶ
の
に
手
ご
ろ
な
句
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
結
び
の
「
悪
能
無
紀
」

も
反
語
の
句
法
を
学
ぶ
の
に
恰
好
の
例
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
十
分
な
注
を
用
意
し
つ
つ
、「
若
脱
籠
之
鵠
」
は
、
ど
ん
な
心
情
を

喩
え
た
も
の
か
（
こ
れ
は
、
呉
県
知
事
の
桎
梏
を
乗
り
越
え
た
袁
宏
道
自
身
の

感
慨
と
も
、
あ
る
い
は
現
代
日
本
の
高
等
学
校
の
学
び
を
終
え
た
生
徒
た
ち

の
解
放
感
に
も
通
ず
る
も
の
と
い
え
よ
う
）、
あ
る
い
は
「
如
鏡
之
新
開
而
冷

光
之
乍
出
于
匣
也
」「
如
倩
女
之
靧
面
而
髻
鬟
之
始
掠
也
」
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の

よ
う
な
情
景
を
喩
え
た
も
の
か
と
い
う
比
喩
解
釈
を
問
う
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ

う
。
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お
わ
り
に

早
春
、
ま
だ
肌
寒
さ
が
残
る
北
京
か
ら
、
近
郊
の
観
光
名
所
で
あ
る
満
井
を

た
ず
ね
、
あ
た
り
に
漂
う
春
の
気
配
を
清
俊
な
筆
で
描
き
、
思
い
が
け
ず
新
し

い
季
節
の
訪
れ
に
出
会
え
た
こ
と
へ
の
驚
き
と
喜
び
と
い
う
「
満
井
遊
記
」
の

主
題
は
、
本
邦
の
読
者
に
と
っ
て
も
共
感
を
も
っ
て
読
み
進
め
ら
れ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
本
邦
に
お
い
て
も
、「
満
井
遊
記
」
が
教
材
と
し
て
活
用
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

注＊
１　

銭
伯
城
『
袁
宏
道
集
箋
校
』
巻
十
七
（『
瓶
花
斎
集
』
巻
五
）『
上
海
古

籍
出
版
社
、
一
九
八
一
年
初
版
、
二
〇
一
八
年
第
三
版
。
七
三
三
〜
七
三
四
頁
。

な
お
、
銭
伯
城
に
よ
る
箋
・
校
に
、「【
箋
】
万
暦
二
十
七
年
己
亥
（
一
五
九
九
）

二
月
作
、〔
満
井
〕
見
巻
十
五
遊
満
井
箋
。【
校
】〔
題
〕
翠
本
作
「
遊
満
井
記
」。

【
評
】
陸
雲
龍
評
「
而
髻
鬟
之
始
掠
也
」
句
云
、「
形
容
雅
倩
。」（『
翠
娯
閣
選
本
、

下
同
）。
又
評
「
皆
有
喜
気
」
句
云
、「
頓
挫
生
姿
」
又
評
全
編
云
、「
写
景
亦

如
平
蕪
、
淡
色
軽
陰
、
令
人
意
遠
。」
と
あ
る
。

＊
２　

棟
方
徳
「
袁
中
郎
の
山
水
観——

北
京
在
任
期
以
降
の
遊
記
を
中
心
に 

」

（『
二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
』
第
五
十
二
輯
、
一
九
九
四
年
）
は
、「
こ
れ
は

袁
中
郎
の
遊
記
の
中
で
も
「
虎
丘
」
や
「
西
湖
一
」「
西
湖
二
」
と
並
ん
で
、

各
種
の
小
品
文
集
に
し
ば
し
ば
採
ら
れ
て
い
る
と
作
品
で
あ
る
」と
指
摘
す
る
。

な
お
こ
の
一
九
三
〇
年
代
の
〈
小
品
文
〉
熱
に
つ
い
て
は
、
岡
崎
文
夫
「
袁
中

郎
研
究
の
流
行
」（『
中
国
文
学
月
報
』
一
巻
１
号
、一
九
三
六
年
）、入
矢
義
高
『
袁

宏
道
』「
解
説
」（
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
）
を
参
照
。
ま
た
、
中
国
文
学
史

上
に
お
け
る
袁
宏
道
「
遊
記
」
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
周
質
平
『
公
安
派

的
文
学
批
評
及
其
発
展　

兼
論
袁
宏
道
的
生
平
及
其
風
格
』「
第
五
章　

公
安

派
山
水
癖
及
其
遊
記
」（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
六
年
）、
梅
新
林
・
兪
樟

華
（
主
編
）『
中
国
遊
記
文
学
史
』「
第
八
章　

袁
宏
道
等
小
品
大
家
的
傑
出
成

就
」（
学
林
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。

＊
３　

『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
第
五
十
四
号
、
二
〇
一
二
年
。

＊
４　

水
野
厚
志
・
瀬
戸
口
律
子
（
編
）『
中
国
游
記
選
〜
中
国
文
人
の
浪
漫

紀
行
〜
』（
明
徳
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
、
八
二
頁
〜
八
六
頁
）

＊
５　

阿
武
泉
監
修
『
教
科
書
掲
載
作
品
一
三
〇
〇
〇
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー

ツ
、
二
〇
〇
八
年
、
二
六
八
頁
）
に
拠
る
。
本
書
に
よ
る
と
、
袁
宏
道
の
作
品

が
教
科
書
に
採
録
さ
れ
た
の
は
、「
山
居
雑
記
」『
高
等
学
校
古
典
２
』（
三
省
堂
、

一
九
九
六
年
、お
よ
び
そ
の
改
訂
版
二
〇
〇
年
）の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
「
山

居
雑
記
」
は
、
古
来
、
袁
宏
道
『
狂
言
』
に
ま
つ
わ
る
贋
書
の
問
題
が
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
銭
伯
城
『
袁
宏
道
集
箋
校
』
は
採
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
漢
詩
・
漢
文
教
材
研
究
会
編
『
漢
詩
・
漢
文
解
釈
講
座　

第
十
四
巻
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文
章
Ⅱ
（
唐
代
以
降
）』「
袁
宏
道　

山
居
遊
記
」（
昌
平
社
、
一
九
九
五
年
。

六
六
六
頁
〜
六
七
一
頁
）
参
照
。
教
材
採
録
の
状
況
に
関
し
て
は
、
宮
崎
洋
一

「
中
学
校
・
高
等
学
校
の
国
語
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
漢
文
の
教
材
一
覧
」

（『
文
教
国
文
学
』
第
五
十
六
号
、
二
〇
一
二
年
）、 

宮
崎
洋
一
「
中
学
校
・
高

等
学
校
の
国
語
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
漢
文
の
教
材
一
覧
」（『
文
教
国
文
学
』

第
五
十
九
号
、
二
〇
一
五
年
）、
宮
崎
洋
一
「
中
学
校
・
高
等
学
校
の
国
語
の

教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
漢
文
の
教
材
一
覧
（
そ
の
２-

２
）」（『
文
教
国
文
学
』

第
六
十
三
号
、
二
〇
二
三
年
）
を
参
照
。

＊
６　

「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
「
満
井
遊
記
」（
滿

井
游
記
）
を
検
索
し
て
み
て
も
、
そ
の
例
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
。https://

dl.ndl.go.jp　

最
終
ア
ク
セ
ス
日　

二
〇
二
四
年
一
月
六
日
。
本
稿
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
引
用
の
最
終
ア
ク
セ
ス
日
は
同
日
。

＊
７　

筆
者
は
袁
宏
道
の
生
涯
を
三
期
に
区
分
し
、
こ
の
「
満
井
遊
記
」
執
筆

の
時
期
を
そ
の
第
二
期
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
拙
稿
「「
学
古
」
と
「
師
心
」

の
間
―
袁
宏
道
研
究
の
現
状
と
課
題
―
」（『
東
洋
古
典
学
研
究
』
第
十
五
集
、

二
〇
〇
三
年
）。
こ
の
時
期
の
袁
宏
道
に
つ
い
て
は
詳
し
く
は
拙
稿
「
袁
宏
道

前
期
「
学
問
」
考
」（
上
・
下
）（『
東
洋
古
典
学
研
究
』
第
九
集
・
第
十
集
、

二
〇
〇
〇
）を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
孫
虹
・
譚
学
純
『
袁
宏
道
散
文
注
釈
』（
上

海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
、
一
〇
九
頁
）
で
は
、「
満
井
遊
記
」
執
筆
当

時
の
袁
宏
道
の
官
職
に
つ
い
て
、「
指
作
者
当
時
在
京
都
所
居
国
学
助
教
官
職
」

と
す
る
が
、
袁
宏
道
が
国
子
監
助
教
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
一
五
九
九
年
の
三
月

の
こ
と
で
あ
る
。
入
矢
義
高
『
袁
宏
道
』「
年
譜
」（
岩
波
書
店
、
一
九
六
三

年
）、
ま
た
葉
臨
之
『
性
霊
山
月　

袁
宏
道
伝
』（
作
家
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
、

一
八
三
頁
）
参
照
。

＊
８　

詳
し
く
は
銭
伯
城
『
袁
宏
道
集
箋
校
』（
第
三
版
）
に
「〔
満
井
〕
見
巻

十
五
遊
満
井
箋
。」
と
あ
り
、『
袁
宏
道
集
箋
校
』
巻
十
四
「
遊
満
井
」
の
「【
箋
】

に
は
「〔
満
井
〕
長
安
客
語
四
記
満
井
曰
、「
出
安
定
門
、
循
古
濠
而
東
三
里
許
、

有
古
井
一
、
徑
五
尺
餘
。
飛
泉
突
出
、
冬
夏
不
竭
。
好
事
者
鑿
石
欄
以
束
之
。

水
常
浮
起
、散
漫
四
溢
。
井
傍
蒼
藤
豊
草
、掩
映
小
亭
。
都
人
為
奇
勝
。」（
六
四
六

頁
）
と
あ
る
。
ま
た
『
袁
宏
道
集
箋
校
』
巻
十
五
の「
遊
満
井
」
の
【
箋
】
に
は
、

「
万
暦
二
十
七
年
己
亥
（
一
五
九
九
）
年
在
北
京
作
。
満
井
見
巻
十
四
「
遊
満
井
」

箋
。
拠
巻
十
七
「
満
井
遊
記
」、
此
遊
在
二
月
。」（
六
八
一
頁
）
と
あ
る
。

＊
９　

『
二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
』
第
五
十
二
輯
、
一
九
九
四
年
。
な
お
、

棟
方
氏
に
は
本
稿
に
先
立
つ
「
袁
中
郎
の
遊
記
に
つ
い
て
―
蘇
州
・
杭
州
時
期

を
中
心
に
―
」（『
二
松
』
第
七
集
、
一
九
九
三
年
）
が
あ
り
、
あ
わ
せ
て
参
照

さ
れ
た
い
。

＊
10　

孫
虹
・
譚
学
純
『
袁
宏
道
散
文
注
釈
』
に
つ
い
て
は
前
掲
注
７
を
参
照
。

＊
11　

ち
な
み
に
、
平
成
三
年
度(

一
九
九
一)

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
問

題(

追
試
験)

に
、
袁
宏
道
の
詩
論
「
陶
孝
若
枕
中
囈
引
」
が
出
題
さ
れ
た
が
、

そ
の
注
の
数
は
十
で
あ
る
。


